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有限資源の有限循環（不条理）

岡山大学工学部阪田祐作

3年程前に環境関係の雑誌で読んだ話であるが、東南アジア

の竹文化闇で生活する人遠のウラヤマシイ話である。太い竹

で編まれた床の上にウスをii'iき、穀物を入れて杵で打つと、

打ち下した杵とウスの振動が床の竹に伝わ｝)、心地よい響き

を発し、杵の打ちドろすリズムと竹の響きで打楽器演奏のよ

うになるという。労働が即、遊び（音楽）となってこれが

｢苦」と「楽」とが循環しているというお話である。そして、

この人進は死を迎えても、魂はll1に迷って、また新しい生命

となって腱って来ると儒じている。すなわち、「生」と「死」

の雌|災術環（輪廻）の考えﾉjである。

災々現代人は健康に過ごしていても突然に病気になれば、

お医稀さんのお世話になり患荷と呼ばれることになる。従っ

てこの世の存在は「患者以前（健康人)」と「患者以後（病人)」

に分かれるが、‐般に慰荷以前ｲfｲIﾐの年齢幅はかなり広い。

50才で患者になり40才の身体に腿して欲しいと懇願しても、

現在の医術では叶うことはない。健康を取り戻して社会復

帰＝リサイクルできれば幸いで、不幸にもﾀを迎えることも

ある。宗教的な輪廻観を納得できない私のような凡人には仔

椛のｲ『限性（不条蝿）を感じざるを得ない。

はゴミが出ることはrlIﾘlであり、どの樫度までの111盗洲化に

冊めておくべきか、肢終ゴミの斑と肱をどの程度で燕しとす

るかの活発な議論が望まれる。③学問としての化学について

占えば、有機か無機を問わず、合成する化学に較べて分解す

るための化学の未発達さがある。石油精製に代表される尚分

-fの分解化学工業は、熱分解が雑木であって、触媒を川いる

などにより分解反応を硫極的に制御しようとする方法論が光

分に育っていない。この点については諸贋の批判を仰ぎたい。

さて其体的に吸蒲剤やイオン交換体に当てはめてみる。こ

れらは本来の吸着やイオン交換の機能と共に、繰り返しIﾘﾉ|；

利川(Recycle)の機能と技術も琴慮されている優等生的な材

料である。しかし再生寿命が切れて、廃棄物になったときは、

磯能材の他用途への再利川(Reuse)は一般に難しい。機能性

材料にとっては、長寿命化をはかり廃棄物の減量化(Reduce)

に努めることが、リサイクルキ|:会にとって燈も有益である。

この場合、機能材供給側の侭が命化努力は、当然、商品の尚

illi格化で報われるべきであろう。農寿命で妓後の股後まで機

能を保ち、最後の寿命が尽きたll#点では、易分解性で、ゴミ

としての処理処分が容易であることが理想である。人lHlの人

ﾉﾋとl'1じで、健康で便<働き続けることが社会にとっても望

ましいということであろうか。

物髄文Iﾘj社会では「モノ」は、使川Ⅲ｣･能かどうか、必嬰か

どうかを問わず、捨てられるとゴミ（廃棄物）になる。・般

廃難物も産業廃棄物でも同じである。従ってこの世は資源

(廃棄物以前存在）と再生盗源（ゴミ以後存在）からなり、こ

の1町|世界を結びつけるものが、呼盗源化あるいはリサイクル

という循環の理念である。この考えを更に押し進め、はじめ

からI¥資源化し易いようにモノを造る「逆生産システム」の

提案もなされている。またそれらを実現するための技術IM

発・上学研究の努力が営々と進められているのは周知の通り

である。しかし般に廃棄物のllj盗源化にはコストがかかり、

本来の盗源から生産されるモノよりも111i格が尚<なる。だか

らI1!(接燃焼が可能な廃棄物であれば、｜駅上不可能な化石系エ

ネルギーを消避してまで廃莱物を|¥盗源化して循環使川する

ことに意味があるのかと言う問いかけが生れる。

わが国でのこの議論を複雑にしているのに、いくつかの要

Iﾉ〈|がある。①廃棄物（ゴミ）がわが岡では今までのように蝿

厳てられないし、燃やすこともできないという現状、すなわ

ち環境保全対策・ゴミ処理問題と、鉱物や化石系炭化水兼な

どの地球規模での盗源枯渇対･策という2つの課題が絢い交ぜ

になっている。盗源リサイクルのために意似Iした技術が、思

いがけなくゴミ処理関係の法規で強いllill限を受けるなど、技

術進歩と社会システムとのII1i淵をはかる必要がある。②叫念

としての「ゼロエミッション」または「盗源の無限循環」に

対"して、実学である工学・技術では、医術と同様に、盗源の

柵環は有限であることをIﾘl雌に認縦すること。言い換えると、

リサイクル（再資源化）技術をいくら押し進めても雌終的に

さて「有限資源の有限概環」の果てに残るゴミの妓終処M11

隻世（現在工業社会における澗級ゴミ箱）は何であろうか。

製鉄商炉、セメントキルン、硫批化合物処理の黒液回収ボイ

ラー、開発進行中の溶融ガス化炉。しかし塩素などハロケン

化合物処理に適する妓終処HI!装|趾は思い浮かばない。

阪1I1祐作岡111大学｣二学部物質応用化学科教授
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平成12年度日本吸着学会賞

かねて会員の皆様にご推薦をお願いしておりました平成12年度II本吸締学会学術蛍、奨励賞（東洋カルゴン徹)、技術賞につきま

しては、学会賞選考委員会における群縦を経て、以下のように受尚肴が決定されました。第14回研究発表会に合わせて10月19日

（水）に開かれました日本吸蒜学会総会において報告され、引き続き表彰式にて各尚の顕彰が行われました。

学術賞
松村芳美氏（社団法人産業安全技術協会川崎試験所所長理学|#l:)

受賞対象研究：労働衛生工学における吸着技術の応用

松村芳美氏は労働省産業医学総合研究所に在籍中、空気中の有宵化学物髄の計測と除去を目的に、吸蒲現象の利川に|卿する研究

に桃わってきた。この分野の吸満系の特徴は、対象ガスが低濃度であること、空気'1'には常に水蒸気が共存することであり、同氏

は、これらの吸着現象を、］梁的な溶剤l可収などにおける現象とは異なる視点から研究を行なった。また、防碓マスクへの吸着技

術の応用研究においては、強力な化学吸茄を''l能にした種々の化学修飾祇性炭のl;M発研究を行った。

同氏はこれら一連の研究に対し、極めて学術的に優れた60報の論文･Wil}:22冊・報告書49編等を発表している。よって、同氏は

II本吸藩学会の学術賞を授与するにふきわしいものである。

奨励賞（東洋カルゴン賞）
児玉昭雄氏（熊本大学工学部物髄'|ﾐ命化学科助手工学博士）

受賞対象研究：ハニカム回転吸蒲装置を用いたデシカント空調プロセスに関する研究

吸蒲式デシカント空調は非逝ﾉJかつ80℃前後の低級熱を駆動源として冷脇倣域の冷熱を発生するものである。児E昭雄氏は、先

ずこのプロセスの核をなすハニカムlill職型除湿機において製品空女iの測度が雌小となる最適回転数の存在をlﾘlらかにし、その無次

元推算式を提案した。また、吸茄剤ローター内の温度分布を連続的に測定し、再生率に及ぼす諸操作変数の影稗を説明した。さら

に熱と水蒸気の同時移動を伴う吸・脱満挙動を湿度図表を用いて解析し、鮒易な実用的図解操作法を提案した。次に、デシカント

空調プロセスについては実規模装慨をlllいて装置パラメーターや操作条fl:がどのように冷房性能に影響を及ぼすかを系統的に調べ、

その巡転挙動を明らかにした。

これら一連の研究は、吸清技術を応川した省エネルギー型空調設伽のl;M発に大きく貢献するものである。よって、｜司氏は日本吸

箭学会の奨励賞を授与するにふさわしいものである。

奨励賞（東洋カルゴン賞）
稲埴伸二氏（株式会社豊IIIII'央研究所主任研究員工学博士）

受賞対象研究：規則状メソ孔物質の合成とその吸着特性

稲垣伸二氏は、新規な規則状メソ孔シリカ多孔体(FSM-16と命名）の合成に成功した。この新規物質への水蒸気吸芯特性に関す

る研究を行ない、表面の疎水性、親媒性の評価や、著しく大きい吸蒲ヒステリシスの機構を明らかにした。虹に妓近、有機基を細

孔雌表面櫛造内部に組み込んだ新規の規則状メソ孔物質の合成に成功した。これは、有機化合物と無機化合物が分子オーダーで均

一･に固体表面に分散した特異なメソポーラス物質である。現在、同氏は、本物質の製造、吸着剤、触媒担体等としての開発研究に

も懸命の努力を払っているところである。

以t、同氏が開発した規則状メソ孔シリカ多孔体は新規の吸着剤、触媒、触媒担体、その他の重要な工業材料としての発展が期

待される。よって、同氏は、日本吸粁学会の奨励賞を授与するにふさわしいものである。

－3－



技術賞
帝人株式会社

増111松生氏、

受賞対象技術

松原典和氏、illlll厳生氏、ド手從容氏、ili川緋『1氏

在宅酸素療法用吸着型酸素濃縮装置の改良と商品化

増II1氏らは、80年代初期よI)、吸府JM酸紫濃締技術(PSA)を用いた在宅医療川酸素濃縮器のi淵発・製造に携わり、特許、文献

等に見られるように、この分野で1ll:界をリードする製品を次々と上市し、IIj場での商い評mliを柵るとともに、紫界発展に寄与して

きた。現在、この吸清型酸紫淡縮器を利川している在宅患者数はH水岡内で7万人を超え、その内の70-80%が帝人製品と推測され

ている。

すなわち、この分野におけるパイオニアとしての技術の確t:への符り･は多大なものがあり、また社会へ火きく]'i献したものとい

える。よって、同氏らはll本吸"f峨会の技術批を授与するにふさわしいものである。

技術宣
興研株式会社

木村一志氏、江川郎臓氏、勧浅久史氏

受賞対象技術：高性能静電フィルタの開発

防塵マスクに利用されるフィルターには、空気中の微粒子を静瓶気的な引〃で補足する締砿ろ1IWと、級滞なガラス繊維組織に粒

jf･が衝突することによるメカニカルフィルターがある。特に前稀ではろ材の炎Ini性能が噸災な役削を減じる。興研株式会社は、I町

タイプのフィルターを製造しているが、水付氏らは静電ろ牌の製造技術の改良に取り組み、防鵬マスクの'|’|《能を向上せしめ販売実

紬を上げてきた。妓近の僻飛すべき成采として、繊維表面ではなく繊維lﾉ1部に'腓晒を生じさせ、IJil体およびオイルミストの両考に

対･して優れたろ過能ﾉJと耐久'|'liのあるフィルターを開発したことがあげられ、これによりわがIMIのこの分l1iにおける圃際競争力を

雌l古|たるものにしたといえる。よって、l'il氏らは11本吸蒜学会の技術徹を授fj､するにふきわしいものである。

一

一
一
一

平成12年度日本吸着学会賞受賞者
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湿機の吸脱着挙動の解明に取り組みました。この間には実験

装置が全焼するというアクシデントにも見舞われ、また、

日々刻々と変化する外気湿度と温度に苛立ちながらも何とか

いくつかの知見を得ることができました。例えば、ハニカム

回転型除湿機においては製品空気の湿度が最小となる最適回

転数が存在することを見出し、空気とローターの熱負荷およ

び空気状態を考慮して最適回転数に対する無次元式を提案し

ました。また、直接には把握困難なローター内の吸着および

脱着挙動を調べるために、独自の工夫を施して吸着剤ロータ

ー内の温度分布を連続的に測定し、除湿性能に大きく関与す

る再生の度合いに及ぼす諸操作変数の影響を明らかにしまし

たが、当時はデータをコンピューターに取り込む手法はそれ

ほどポピュラー（安価）ではなく、温度変化を記録したチャ

ートに定規を当てながら何千点もの温度を読み取ったことも

ありました。パイロットスケールの実験装置と系統的でない

膨大なデータに取り組む毎日でしたが最終的には熱と水蒸気

の同時移動という観点から空気状態の変化を湿度図表上で解

析し、簡易的かつ実用的な図解操作法の提案に至りました。

デシカント空訓プロセスに携わるようになったのは1995年

に助手として採用されてからです。実規模装置により装置パ

ラメーターや操作条件が冷房性能に及ぼす影響を調べ、本空

調システムの運転挙動を明らかにしてきましたが、これには

除湿機における数々の知見が寄与するところが大きかったと

思います。1997年にはフランスCNRS-LIMSIに3ヶ月ほど滞在

して、本空調プロセスの解析にSecondLawAnalysisの手法を

適用して熱効率COPが1を越えるシステム櫛築へ向けての指

針を与えることができました。1999年度からはNEDO提案公

募事業に採択され、太陽熱駆動の実証試験に取り組んでおり

ますが50-60℃の再生温度であっても十分な冷熱出力が得ら

れることもわかっております。

エネルギー有効利用技術は時として「せこぐ」、決して脚光

を浴びるものではないかもしれませんが、私は太'場熱や低温

熱エネルギーを有効活用できる吸着応用技術の実用化が「未

来」に対して少なからず貢献できると信じています。今回の

受賞を励みとし、そして太陽から届けられるエネルギーだけ

で発展できる時代と社会を目指して、「吸着とエネルギー」を

キーワードにした研究をさらに展開していく所存であります。

吸着学会の皆様のご指導ご鞭捷そしてI幅広いお知恵を賜りた

く今後ともよろしくお願い申し上げます。

奨励賞を受賞して

受賞対象研究：

ハニカム回転吸着装置を用いたデシカント

空調プロセスに関する研究

熊本大学工学部

児玉昭雄魚
この度は日本吸蔚学会奨励賞（東

洋カルゴン賞）を賜り誠に光栄に存

じます。今回の受賞対象となりまし

た研究を行うにあたり、日頃から

数々のご指導、また的確なご助言を

一
一

頂いております熊本大学教授の広瀬勉先生と同助教授の後藤

元信先生に厚く御礼申し上げます。また、熱工学の観点から

当該プロセスに|側する新たな評価方法を螺くにあたり、ご指

導を頂いたフランスCNRS-LIMSIのMichelPons博士、ならび

に共同研究者としてご協力頂いております(株)西部技研の関

係各位に心より感謝申し上げます。

現行の空調システムは、フロンガスによるオゾン層破壊、

電力需要の夏期ピーク、エネルギー資源消費の増大に対する

懸念、などにより変革を求められています。吸着式デシカン

ト空調は非電力かつ60-80℃前後の熱を駆動源として冷房領

域の冷熱を製造できるため、その普及は太陽熱あるいは低温

排熱の活用を促進しつつ夏期電力需要(=CO2排出をともなう

火力発電で調整）を低減し、また、今後の普及が見込まれる

燃料電池やマイクロガスタービン発電などの分散型発電設備

における電熱併給システムに組み込むことにより、エネルギ

ー変換効率の向上に大いに貢献できる技術です。この空調プ

ロセスは基本的に、除湿機、加熱器、熱交換器、蒸発冷却器

の4つの機器から櫛成されておりますが除湿機で製造した乾

燥空気に水を気化させることよって冷熱を発生するというご

く簡単な原理で作動します。その除湿機としては低温度再生

が可能でかつ十分に湿度の低い乾燥空気を大量に製造できる

｢ハニカム回転除湿機」が最適な選択肢の1つです。

学部4年生から学位取得に至るまで、吸蒜式ハニカム回転除

受賞対象研究：

規則状メソ孔物質の合成とその吸着特性

中研の福嶋喜章理事に深く感謝致します。メソ多孔物質の椛

造解析と有機基の導入については、共同研究者の東北大学の

寺崎治先生と灘田中研の関士友研究員の多大な貢献なしには

実現できなかったものであり、ここに改めて感謝の意を表し

ます。また、メソ多孔物質のFSMをご研究に積極的に取り入

れ、また励ましの言葉やご助言を頂いた吸着学会の諸先生、

企業の方々にこの場を借りて感謝の意を表します。

私がメソ多孔物質の研究を始めたのは、モービル社が

MCM-41を発表する前の1991年でした。既に、黒田先生が層

状シリケートから均一な細孔を有するメソ多孔物質の合成を

報告しており、その先駆的な研究を基に研究を開始しました。

まず取り組んだのは、触媒への応用を目的としたメソ多孔物

株式会社豊田中央研究所

稲垣伸 二

この度は日本吸着学会奨励賞（東

洋カルゴン徴）を賜り誠に光栄に存

じます。メソ多孔物質の研究を導き、

的確なご助言ご指導を賜りました早

稲田大学教授の黒田一幸先生と豊田
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質(SiO2)へのAlの導入による固体酸性の付与でした。均一一

なメソ細孔を有するSiO2-Al203を合成し、その結果を1992年7

月にモントリオールで開かれた第11回ゼオライト国際会議で

発表しました。驚いたことに、同じポスター会場でモービル

社が我々とほとんど同じ櫛造のメソ多孔物質を発表していま

した。それがMCM-41でした。モービル社はMCM-41をこの会

議で初めて公表しました。しかし、モービル社は正式な発表

登録を行っておらず、プロシーデイングやプログラムに彼ら

の発表記録は残っていません。勝手にポスターを持ち込んで

発表していた訳です。この会議の3ケ月後の1992年10月に、

MCM-41がNatureに正式に発表されました。我々の論文は、

上記会談のプロシーデイングに続き、FSMの規則的な細孔柵

造を示すTEM写真を褐戦した論文が1993年6月に公表されま

した。同じ構造のメソポーラス物質がほぼ同じ時期に合成さ

れたのが偶然かどうかは分かりませんが、ゼオライトを超え

る大孔径の新規多孔物質の合成が求められていたのは間違い

ありません。

同じ発想をする人は世界に最低3人はいると言います。

FSMとMCM-41の場合もその例だったかも知れませんが、般

近また同じ様な経験をしました。今回の受賞対象の一つに、

有機基を細孔壁内に導入したメソ多孔物質の研究があります。

これは、有機と無機成分が均一にハイブリッド化した構造を

技術賞を受賞して

受賞対象技術：

在宅酸素療法用吸着型酸素濃縮装置の改良

と商品化

増山松生、松原

下手

帝人株式会社

貞和、山田章生

從 容、 市川 耕司

このたびは、栄誉ある日本吸着学会技術賞を頂くことがで

き、身に余る光栄と感じるとともに深く感謝いたします。

今回、受賞対象となりました技術は、PSA法による酸素濃

縮装置に|卿するものであり、工業的には一般に広く応用され

ているものですが、在宅酸素療法に用いられる装置というこ

色

有し、かつ均一なメソ細孔を有する初めての多孔物質であ}7、

有機基が表而に結合した従来型の有機修飾メソ多孔物質とは

完全に区別されます。有機一無機ハイブリッド櫛造に基づく

特異な表面物性と、単結晶に近い高い構造規則性と明瞭な粒

子形態を示すことから、触媒や吸着剤だけでなく、電磁気材

料やフォ}､ニクス材料としての応用が期待されています。こ

の論文は1999年の10月にJ.Am・Chem.Soc.に掲載されました

が、その後のわずか2ケ月の間に、米国のミネソタ大とカナ

ダのトロント大の2グループから類似の論文が3件発表され

ました。そのうち最も遅く公表されたトロント大の論文が

Natureに掲載されました。4番煎じの論文がNatureに掲載さ

れたのは納得いきませんが、我々が一番に報告できた点につ

いては実に幸述でした。原稿の提出が1ヶ月遅れていたら、

我々が2番煎じになっていました。先のより本質的な展開を

いち早く見抜くことが先端分野では重要だと思います。

吸着との係わりは古く、窒素吸着等温線の自動測定装置や

マイクロバランスを用いた璽斌法吸着装置を自作してきまし

た。これらの装置はメソ多孔物質の構造や特性を理解する上

で非常に有用でした。また、メソ多孔物質の応用先として、

吸着関連技術は非常に有望と考えております。今回の受賞を

励みとし、よりいっそう吸着技術の研究に取り組みたいと思い

ます。今後ともご指導賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

－6－

とで特異的です。

当社がこれまで、医療機器分野で技術開発してきました商

品は、呼吸器系等の病気を患っておられる患者さんが一般家

庭内において医療用として使用するものです。この使用目的

から、商品は高性能で高い信頼性が要求されるだけでなく、

医療機器や家庭電化製品としての安全性、静粛性（低騒音)、

経済性（低消攪電力)、操作性（小型・軽遥)、高機能性等の

要求を満たす必要があります。

当社は’80年代初めより、当社の技術基盤の一つである高

分子膜を用いた在宅酸素療法用酸素濃縮装置の開発に着手し、

その商品化をはかるとともに、事業基盤を築いてきました。

開発当初は、米国で在宅酸素療法が行われていたものの、わ

が国では医療|測係者を含めこの療法に対する認識程度は低く、

健康保険も適用されていませんでしたので、本装置を用いる

療法はなかなか普及しませんでした。このような状況下で、

当社は保険適用の実現（'85年3月）を含め、新たな市場の開

拓を続けてきました。

’80年半ばより、膜型酸素樅縮装置の宿命である、製品ガス

の酸素濃度が低いこと（約40％）や膜寿命が短い等の短所を

解決する商品として、PSA法による吸着型酸素濃縮装置の開

発に着手しました。最初は、米国から製品や技術を導入しま

したが、前述の在宅医療用商品に対･する要求特性が米国と日

本では大きな速いがあり、とても日本の環境（家屋椴造、民

族性、価値観等）に適応するものではありませんでした。そ

こで、当社の基本的な設計思想である、信頼性、静粛性、経

済性、操作性等に即した商品を一から当社で開発することと

し、これを創り上げてきました。これらの要求特性は、現在、

在宅酸素療法用酸素濃縮装侭の日本市場での要求特性となっ



てきております。

当社は、小型・軽量化、静粛性、および使用者の経済性向

上を目標にその改良・開発に取り組み、多くの当社出願特許

に記載されているような、吸蒲プロセス技術や低騒脅化技術

の開発を行うとともに、原料ともごうべき吸着剤やコンプレ

ッサーの改良・開発については、在宅医療用商品としての原

点に立って米I動のメーカーを説得する等、その実現に努めて

きました。また、信頼性の高い商品を作るための一環として、

機能部品については当社仕様の部品をI劇内メーカーの|協力を

受賞対象技術：

高性能静電フィルタの開発

興研株式会社

木村 一 志 、 江 田 邦 臣 、 湯 浅 久史

この度は日本吸清学会技術賞をIIルリ厚<御礼申し上げます。

受賞対象になった技術は、我々が独自に開発した防じんマ

スク用高性能隙電フィルタ、すなわちミクロンフィルタ及び

新ミクロンフィルタに関するものであります。現在、ミクロ

ンフィルタは日本の取替え式防じんマスク市場の70％以上を

占めるに至っております。

一般に静祗フィルタは、永久帯施した繊維積層体からなる

繊維層エアフィルタを示します。聯髄フィルタの粒子捕築機

構は、帯電したフィルタ表面およびフィルタ内部の砿界、す

なわちクーロンカあるいは誘起力などの作用により、粒子を

フィルタ繊維表面に吸着捕集します。

従来のミクロンフィルタは、天然繊維である羊毛をフィル

タ基材に使j11しており、これに独I(Iに合成した特殊精髄樹脂

を含浸処理し、半永久的に帯電した隙電フィルタです。ミク

ロンフィルタは100%焼却可能であるため、廃棄処理に困るこ

とがないのも特徴のひとつです。

得て共|‘ﾘ開発し、その使州lテストを操返す等により改良を続

けてきました。その結果、この業界で世界をリードし得るよ

うなI葡品を創り上げることができ、市場での‘評価を得るに至

っています。

今11'|の技術賞受賞をひとつの区切りとし、新たな覚悟でさ

らに開発・改良を進め、魁者さんに一層満足して使用いただ

ける濃縮器の商品化を目指し、社会に貢献していきたいと考

えております。今後とも、ご指導ご鞭捲を賜l)ますようよろ

しくお願い致します。

一一万、姫近開発した新ミクロンフィルタは、従来の技術を

さらに高度に発展させたものであり、0.1"mの微小粒子（オ

イルミストを含む）に対する捕集効率を99.99％以上まで高め

ることに成功しました。，ド難体産業などの商度な滴浄空間が

求められる川途に使用される超高性能エアフイルタ(ULPA)

にも匹敵する捕集効率を排ちながら、フィルタ噸.位而硫あた

りの圧力損失が低く、しかも粒子の目詰まI)による圧力損失

の上昇を妓小限に抑えた超高性能な静電フィルタであると言

えます。また新ミクロンフィルタは従来品と同様に使用後の

焼却処理が可能です。

防じんマスクは人間の呼吸によって、フィルタを通して有

害粉じんを除去する撒造になっており、微粒子に対する捕典

効率が商いことは言うまでもありませんが、同時に圧力損失

をできるだけ低くすることが要求されます。商性能フィルタ

にありがちな捕集効率を満めると圧力損失が蝋大するという

相反した問題を、ミクロンフィルタという高性能静電フィル

タの開発により解決しました。また長年の研究開発により、

従来のミクロンフィルタの技術に高度な改良を加え、米国

NIOSI-I規格、ヨーロッパEN規格など、世界に通用する高性能

な防じんマスクの開発を可能にしました。

この新ミクロンフィルタは、今年11月から施行される防じ

んマスクの新国家検定にII1術を予定しています。新規格の試

験粒子はフィルタを最も通過しやすい0.1～0.2/4mの微粒子を

使用していますが、新ミクロンフィルタを術えた防じんマス

クは99.99％以上の捕集効率を達成することが'il.能となりまし

た。また新検定対応マスクを2001年から日本の市場に投入す

る予定であり、さらに21世紀の幕開けに相応しい高性能な静

電フィルタとして、世界市場に供給できる準備もすでに進め

ております。

今Inlの技術賞を契機に、さらに高性能な櫛泄フィルタの技

術開発に注〃し、この技術がより広く社会に寅献できること

を期待するとともに、日本吸埼学会の益々の発展を祈願し、

受賞の挨拶とさせて頂きます。

編集局より：学術償を受賞されました松村芳美様には次号への記念寄稿をお願いいたしました。
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FOA7スクエア

第7回国際吸着基礎会議(FOA7)のご案内

会期:2001年5月20-25日

会場：ルークプラザホテル

〒852-8007長崎県長崎市江の浦町17-15

TEL:095-861-0055FAX:095-861-8800

主催：日本吸着学会、国際吸着学会

第7回国際吸着基礎会議が2㈹1年5月20-25日に長崎で開催されます。

吸着の科学と工学は、気体の分離・精製・濃縮・乾燥・回収・除去、溶媒の回収、液体の脱色・精製、金属の濃縮・回収・除去

などの重要な工学プロセスの発展に寄与してまいりました。また股近では、環境保全ならびにエネルギー技術の必須分野としてそ

の役割は一層高まっており、新材料の開発および医療技術にまで吸蒲が役立っております。この傾向は世界的傾向であり、吸着科

学と工学の発展への要望はますます強まるものと予想されます。

このような要望に応えるべく、国際吸着学会は先端的な吸着科学と技術の集中的な討議による本分野の発展促進のために、1984

年から国際吸着基礎会議(FundamentalsofAdsomtion)を3年毎に開催しております。1992年には第4回国際吸着基礎会識が京都

において開催され、産官学からなる多くのご協力によって、吸着科学と技術の発展に大いに寄与することができました。

この度、国際吸着学会よりの要請に応えて、日本吸着学会では第7回国際吸着基礎会議を日本で再び開催することに致しました。

第7回国際吸着基礎会議では、緊急性が高まっている吸着による環境改善技術、新規吸着材料開発、新規吸着プロセスの提案、生

物関連吸着技術、コンピュータシミュレーションなど、今後の日本における吸着関連産業の発展に不可欠な領域に重点をおきます。

発表論文数は3N件近いものとなっており、参加者は300名を上回ると予想されています。

会議は長崎市のルークプラザホテルで開かれます。当ホテルは長崎市を見渡せる稲佐山の頂上付近にあり、魅力的な会議になる

と期待されます。

会議のトピックス

プログラムは次のトピックスを含みますが、それらのみに限られるわけではありません。

l.吸着の環境技術への応用

2．吸着測定法

3．吸着のモデリング

4．吸着材

5．ナノ構造制御吸着材

6．吸着のミクロ機構

7．吸着平衡と速度論

8．吸着プロセス

9．吸着工学における新展開

10.バイオアドソープション

発表形式

大気汚染、水汚染、VOC等

SAXS，XAFS、NMR、周波数応答法等

超臨界気体吸着、吸着材のシミュレーション等

ミクロ細孔体、イオン交換体、高分子吸着材等

規則性メソ細孔体、表面修飾吸蒲材等

ミクロポアフイリング、毛管凝縮、分子筋能等

多成分吸着、拡散、細孔中の熱と物質移動等

PSA，TSA，ハイブリッドプロセス等

吸着・反応プロセス、ガスセンサー等

蛋白質分離等．

特別講演：股新の吸着科学と技術に関する総合講演

A歯0ゆ伽〃んγE"抄加"加師オ

F.Meunier(LaboratoireduFroidCNAM,France)

Mbﾉe“〃γMbd@"塘qfa鮭β〃“ぬ"ひ鋤""jWA腕⑥功加"sMb陀河α血

K､E・Gubbins(NorthCarolinaStateUniversity,USA)
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特別シンポジウム：最新の吸着技術に関する特別識演

B.K.Kaul(ExxonMobilResearchandEngineeringCompany,USA)

S.IMimaOST-ICORPandNECCorporation,Japan)

A・Nakamura(NipponSansoComoration,Japan)

T.Watanabe(SumitomoHeaWlndustries,Ltd.,Japan)

K・Seki(OsakaGasCo.Ltd.,Japan)

Y.Muramatsu(KuritaWaterlndustriesLtd.,Japan)

口頭発表：最新の吸着科学と技術に関する一般講演

ポスター発表：最新の吸着科学と技術に関する一般ポスター発表（会期を通じて掲示し、相互討論の充実を図る･）

少

ｌ
も

組織委員会

K.Kaneko(ChibaUniv.,Japan)

G.Baron(ViljeUniv.,Belgium)

N.Lemcoff(BOCInc.,USA)

H・Yoshida(OsakaPrefecturalUniv.,Japan)

K・Kaneko(Chairman),H.Yoshida(Vice-chairman)

S・Kagawa,S・Ozawa,M・Suzuki,Y.Takeda,K・Tsutsumi
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OIganizingCommittee:

参加登録

登録料には5月20日-24日(5泊）分の宿泊費、大半の食費、要旨集代金、プロシーデイングス代金、エクスカーション代金が含ま

れます。宿泊日数が4泊以下でも全額御支払い頂きます。御申し込みは郵便またはFAXにて第7回国際吸着基礎会溌事務局までお願

いいたします。本誌20ページに綴じ込みの登録用紙をコピーしてお使い下さい。日本人学生についてはホテル代等を別にした登録

(4万円）も可能ですので、ご相談下きい。

登録料振込先

住友銀行千葉支店普通預金口座番号：1341439名義:FOA7代表者半沢洋子

宿泊について
今』

…I『■四角

参加者は全員ルークプラザホテルかホテルニユー長崎に御泊り頂くことになります。

ホテルニュー長崎からルークプラザホテル（会議場）へのシヤトルバスを手配する

予定です。なお参加者数が多い場合は他のホテルを準備します。

の

ルークプラザホテル

三
露
鳳
即
々
、
、
「
》

三
侭
噂
■
●

■…■…

連絡先

；
謡唾

麺企ﾀｰﾐﾅﾙ 鰐』
…二

■止川
璽垂

：
一

第7回国際吸着基礎会蟻事務局

〒263-8522千葉市稲毛区弥生町1－33

千葉大学理学部化学科半沢洋子

電話043-290-2770

ファックス043-290-2788

E-mailFOA7@pchem2.s.chiba-u.ac.jp

八

糊
去鍾h卜謂酉

耐
吋 二層華

R…

、､口■旬"α・密1圭弓辱些

－9－

予約申し込み

(期限:2001年1月31日）

2001年2月1日以降に

御申し込みの場合

シングル（ツインルーム使用） 12万円 13万円

ツイン（1人当り） 9万円 10万円

同伴者とツインルーム使用 15万円 16万円

学生参加者（2名でツインルーム

使用、1人当り）
7万円 8万円



8:15

8:40

9:05

9:30

9:55

10:15

10:40

11:05

11:30

11:55

13:15

13:40

14:05

14:30

14:55

15:15

15:40

16:05

16:30

16:50

17:15

17:40

18:05

19:30

21:30

時間

18:叩

18:1酢19:00

19:”-21:”

5月21(月）

吸着の速度瞼とモデリングI

(1M1/04)

･吸着の津庶瞳とモデリング、

(1M-05/08)

<昼食＞

[セッションa]

環境技術への

応用I

(1AfaO1/aO4)

[セッションb]

高性能吸着剤と

そのメカニズムI

(1AFbO1/bO4)

<CofmeBreak>

環境技術への

応用Ⅱ

(1AFaO5/aO7)

環境技術への

応用ⅡI

(1AfaO8/alO)

高性能吸着剤と

そのメカニズムⅡ

(1AトbO5/"7)

<CoHeeBreak>

高性能吸蔚剤と

そのメカニズム、

(1AFbO8/blO)

<夕食＞

ポスター発表I

(P-oddNo.)

FOA7スケジュール概観

5月20日(日）

開会式

基鯛購演I(KN-1)

歓迎会

5月22日(火）

モデリングと理塗

(2M-01/")

生体物質の

吸着分離

(2M-05/08)

自由行動

産菜界における

最近の騒題と

新技術I

(NTI-1/3)

産業界における

最近の騒題と

新技術Ⅱ

(NTⅡ-1/3)

ポスター発表Ⅱ

(P-evenNo)

(*1）

(*1)IAS会簾

5月23日(水）

基鯛講演11

(KN-2)

キャラクタリゼー

ションと吸務ﾒカ

ニズムI

(3M3/")

<CoffeeBIeak>

キャラクタリゼー

ションと吸着ﾒカ

ニズム11

(3M-05/08)

波佐見地区

見学

自由行動

-10-

5月24日(木）

・超臨界気体の吸着

(4M-01/04)

吸藩プロセスI

(4M-05/08)

(*2)19:30から

5月25日(金）

吸着プロセス

(5M-01/O4)

1V

吸蔚プロセスV

(5M-05/08)

合

ノ
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SCIENTIFICPROGRAM

OraIPresentation

May210Mon．
Aftemoon"BsIona(room:Seika･"
Envlronmenlalappllcatlonl
Chairper50ns:N､．H､L・WangandA.RMathews

1AfaO1(13:1al3:40)

R"ovelyofUsedLubricamOilsbyAdsorption
A.C､M.SilvaT:N.C.Dant",M.A.S.A顧軸oandE上皇
CavalCameJr.(UnivbFederaldoCCaILBmZI)

1Ar･mm(13:4114:Og

CoupIingofSMBTEhnolopandCIy5tallisationto
SepamlcEnantiomeIs
RShechan,M.Kas膵応it,H.“妃nzandA・SeideI・
MoEenstem(UniMofMagdebuE｡Germany)

1AfaO3(14:05･14:30)
Ad”中和nandPhotmatalyticOxidationofTiOz-Coaied
ActiⅦ1edCar伽、

Q=K一壁M.-S.Kan&1.-S・ChungandS.WKim
(GyeonFangNationalUnivb,Koma)

1Af-804(14:30-14:59

AM"elfbrAdsoIptionofPmteinsonHydmphobic
AdsorPnonSurfacesAllowingUnfblding
A.Jmgbauer.C.M"hold,R.HahnandM.Mecke(Uniu
ofAgicultumlSciences｡Austria)

＜CoWeeB”ak＞

EnVlronmenmlapplicationll
ChaiI脾露ons:』.A,RitterandK・Chiham

1Af-aOS(15:1,15:40)

PmteinAd"FptionandTransmrtinChaJg"GelSand
ChmmaiogaPWMediafbrPmteinSepamtions
A.K・HuntenR､K.IEwuSandG.Carta(UniMOfⅥ聴inia,
USA)

1AfaO6(15:40-16:05)
DesignEfYiectoftheDiffbrentComponcntofaSilica
Gel-WaterAdsoIptionChillerontheSysiemPerfbrmance
K.C､A・A1am.B､B.SahaA.AkiSawaandT:KaShiWagi
(T1okyoUniuofAgricultuIEandT℃chnolo部jaPan)

1AfaO7(16:0116:30)

AdsoIplionofaBasicmefiomAqueousSolutionsomo
Sugarm-Indusby-MudinTWoM""ofO"mlions
MH・MagdyandAA.M.Daifizilahb(EI-MiniaUn虹．

Egpl)

＜CoWeeB”ak＞

EnVironmentalappllcatlonlll
Chai…『番0,s:B･KaulandC.L・Cava1Canlej硯

1AF■"(16:5117:19

RcmovalofHeavyMetalsfiomAqueousasieStIEams
wi1hACtiVatedCar“nnomPeat

umm血哩EWicakSanaS.lsmadji,MudjU副iandN・
Indmswa!i(WidyaMandalaCaiholicUn虹.Indonesia)

1AfaO9(17:1J17:40)

MolecularRecognitionandTransportPhenomenain
Convec1ion･AidedChmmatographyofPmtcins
S,wmamoto,R.HahnandA.Jungbauer(Yamaguchi
Univ.,Japan)

1Ar･alO(17:4118:0q

ANoveIDoublePhaseAdso『旗mfbrChmmatographic
SeParation
ZLi.L.Xie,YLZhaoandH・Xi(SouthChinaUniuof
T℃chnolo"China)

May200Sun.
KeynO1elfCtu歴Ⅱ(mom:Seika)
chair〆応on:M･Suzuki

KN-1(18:lO-19:")

AdsoTptionfbrEnvimnment
FMeunie[(La加祀toireduFmidCNAM,France)

May21,Mon.

MomlngSession(room:Seika)
K1neticBandm“⑧Ⅱn3I
Chair涯応ons:A.Myemand｣.K且屯Er

1M-O1(08:1S-08:40)
MeasurementofHenryConstantsfbrZeoliteAdsorbents
bytheZLCMeth"
EBmndani,S・Bmnd"i,P.RUthvenandC.C"(UniVb
ofMaine,USA)

1M-0Z(08:40-09:OO

SimPleFlow-nlmughAppwatusmrMeasurementof
MasSTYanSferRateSinAdsorbentParticlesbyFreqUenCy
Resmnse
B.K・SwamandM.D・Levan(VanderbiltUniu,USA)

1MJ3(":0a":30)

AnalySisofAdsorPtionbyaNewHeatExcilation
FmquenCyResmnscMethod
C.NglWenandQ.D.DO(UnivbofQueensland,Australia)

1M-O4(":3M9:55)

SorptionKineticsofHydmgenoverHydmgen･Sioring
AIIOyDeterminedbyFrequenWResponseMethod
エー迩哩島嘔SawadaandS.KOniShi(TbyamaUnivb,
Japan)

＜CoffeeBreak＞

KIneUcsandm"ellngll
ChaiT〆応ons:J・RomuemlandA.MNeimark

1M･05(10:1S-10:40)

ApPlicationofInter化応nceMicmscoWandPFGNMR
fbrCompamtiveStudiesofIntmclystallineDiffiusionin
Z唖血唾

S.WsenkoMU・Schemmert,O.Geierand｣.KHJEer(UniM
ofLeipzi&Gemlany)

1M-O6(10:40･11:0S)

AnalysisoftheKineticsofAdsom伽､ﾉLsomtion
oⅣ肺mHetemgeneousSolidSurfiacesBasedonthe

StalisUcalRateTheolyofInterfhcialmnsport
X_E皿璽璽kiandTPanc可k(MarieCurie-Sklodowska
Univ.,Poland)

1M-07(118"-11:30)

AdsorptionandTmns"ItofNitmgen-MethaneMixturcs
inSimpleGeometries
D｡Nicho些旦(ImperialColle",UK)

1M-08(11:30･11:59

MulticomponemSolvalionmeoryofAdsorption
Qと亜也andR.Siaudt(ClevelandStateUniv.,USA)

ｌ
］
』
Ｉ

May21,Mon.
AftemoonSessionb(room:Selka-B)
NO”IadB。“n海andmechanI8mI

Chairrrsons:T:J・BamoszandRLIewellyn

1Af･"1(13:1"13:40)

RapidR"mcT℃m"miu"SymheSiSOf鞄riouSMes⑫
porousSilicatesPotentialasAdsor陸ms
MT℃噸"m,YM.Setoguchi,K.ldeguchi,I.Moriguchi,S.
Kagawa,N･Tbmonaga,A･池sutakean。』、Izumi
(NagasakiUniujapan)

1Ar-bOZ(13:4114:0q

DevelopmentofCarbonAdsorkntsUsinglnoEanic
T℃mplateS
RM.Bamta･RMrigu"J.-H､Wn｡G.D.M唖ndge,TJ.
MysandN.A.Semon(UniMofCambrid",UK)

1AfbO3(14:OS14:30)

Pr℃pamlionofMeso"musCarmnbySoI｡Gel
PolyconderpalionandFreezcDIying
T:Yamamolo,TXNishimmaTSu画』kianda､1泊､on

(KyotoUniM,Japan)

1AfbO4(14:30-14:5S)

PrepamtionandChamctedzationofSilicaFiberwith
HighlyOrde『EdMeso"mUSStrUCtUre
A.MatsumoigandK・砥uisumi(TbyohashiUnivbof
T℃chnoloWW,Japan)

＜CoffeeBmak＞



ｰ
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N◎”Iad8o極ntBandm②ehEnIBmII

Chairpersons:L.ZhouandS・Kitlaka

1AfbO5(15:1J15:40)
AdsorptionofBenzneinlnk-Bonle-LikeMCM-41
M祇隼麺l

XS・鋤aaX・HuDS･QiaoandC.O.(Max)LU(UniMof
QUemSland,AuSbalia)

1AfM-bM(15:40-16:0"
AdwrP伽『幻xidationofHdmenSulndeon
UnimPrenatedandNitmgenContainingAcMvated
Car”nS

A､Ba酔眺EAdibandX:J.BandosZ(TheCiWCollege
ofNcwWrk,USA)

1Af-bO7(16:0al6:30)

AdsorptionEquilibriaofHydmen-BondingChemical
蝿"IsonAcIivatmCaJmnUsingTWoDubin"
Rad"hkevichEquations
D.TXCmn,D.K.FridaXandJ.J・Mahle(GuildAssMiates，
Inc.,USA)

＜CoWeeB旧ak＞

May",和⑧、
MomingSeBs1on(room:Seika)
ModeIIngandtheoW
Chair涯霜o”:D･NichoIsonandWRudzinski

ZM41(08:1548:40)
RDFAnalysisofMixtumAdsorptioninSilicalite
RRSirr3tein,A､L.MveQand0．殖lu(UniMof
PennWlvania,USA)

2M-似仙8:40-09:0g
AtomSandMOleculesinNanomks:WriableUptakeand
DimensionaliW
M.WCoIGMJ.Bqjan,WA.Stee1eandS.M・Gatica
(PennsylvaniaSta!eUniM,USA)

ZM-03(09:05-09:30)
SorpnOnandPhaseTIansitioninNano"rcs
A.MNeimark,RI.RavikovitchandA.Vishniyakov
(TRIﾉPrinceton,USA)

ZM44(":30-09:5n

Mol"ularSimu1ationofAdsoIptioninmmusMaterials
viaDiHinSiveMassTmnsfbrMechanisms-Newinsijlts
intoHyster℃sis
L･SarkisovandRA.Monson(UnivbofMassachusetts,
USA)

＜CO研eeBreak＞

も 寸

NoVBIad80雄､晦andmechanIBmⅡI

Chair〆『Sons:H,TpmonandD・Fdday

1AfbO8(16:50-17:15)

ApplicationofaNovelMicmbalancetoAdsorptionand
DiWusiononMicmmmusMaterials
Walu,EKapteijnandJ.A.MoulUn(DcIRUnivtof
TbChnolOaNetheriands)

IAfb"(17:1gl7:40)

GmvimetricMeasu】EmentofCoadSo中加nEquilib向aofa
BinaryGasMixturewithaNewMagnencSuspension
B且1麺唾

FD祀狛bnchmdH・WLoesch(RubothemlPraezisions･

mess!echnikGmbH,Germany)

1AfblO(17:4G18:05)
AdSOrptionofPlatinumOmupMetalsandGoldby
Activm副Car”nFi旋露

A・いSSenkgandS.Simanova(St-Peに応buEStateUniv.
of1℃cimoloWandDesign,Russia)

BIoadsorption
Chaimersons:M.D.LeVanandK.S､K､“beI

ZM-05(10:15-10:40)

OntheWssibiliWofUIIm・aStAdsorptive/Chmmato-
graPhicSeParationsbyMeansofShear･-DrivenMicrc-
Ch且meIFIows．

G.ksmeLN.Wrv"rtandO｡MBamU(VrijeUnivb
Brussel,Belgium)

ZM･06(10:40-11:09

AdsomtionandReactionsofWaにﾄ，issoIvedOzoneand
OBanicsonSilica"-BasisAdsorbenis
A.Sakoda､H.FUjitaZLi,T:FUjii,M.SuzukiandJ.
Izumi(UnivbofTbkyo,Japml)

2M.07(11:0J11:30)

ANine･ZoneSimulatedMovingBedfbrtheRecoveFyof
aSoImewithImにnnedia!eAmnilyinaltmaJyMiXture
BJ.HriEko,ZMaR.WooleyandU.-H.L.Wan2
(PurdueUnivb,USA)

2M-08(11:3，皿:59

AdSorP!iveComP1eteSepamtionofL･pymglutamicAcid
andL-leucineUsingPolyaminatedHighlyPorous
ChitoSanBead

H.WShida.TShigetaandH.jitsukawa(OSaka
PrefalureUniM,Japan)

May",n｣e．
NwTechnologySessionl(room:Seim)
chair藤『Sons:』.D・She『manandS.O型wa

NTI-1(15:1S-15:40)
FmuleOpportunities&Challeng"fbrAdsorption
B.K.Kaul(ExxonMobiIRescarChandEnginceringCo.0
USA)

NTI･Z(15:4116:On

We11-LfinedOmpheneNan-SmlcmrEsfbrAdsorption
g唖｡；産

S.Inima(JST-ICORPandNECCoTmration,JaPan)

NTI-3(16:0116:30)
NinogalCenemtionbyPrEssuZ℃SwingAdsomtion
F負至1onCar釦、MOI“ularSiev富

A.Nfamum.YWatanarandM.Kawai(NipmnSan"
Co.,Japan)

May230Wed．
Moming"BBIon(room:Selka)
K⑧”◎teL“tumI1
Chair〆応ons:K､稲ulsumi

KN-ZO8:1gOp:0q
MoIecularSimu1alionofConnnedNano-Phase

K.E.Gubbins(NorthCamlinaStaleUniu,USA)

Ch且mefPH空，I⑥nandmechanIBmI

ChairFrsons:S・Sir℃arandM・Jamniec

3M､O309:0Sm:30)

UndeTstandingtheAdsorptionPmFrti"ofMesomm"
SilicaPolymorphsRangingfmmOrderEdMCM･4Ito
FullyAmomhousSilica
K.K.UnperbD･KumanK・SchumachenC･duFrEsneand
M.GrUn(Johannes-GutenbeEUniu,Gennany)

3MO4(09:30-09:55)

AssessmemofIheSurfEceA『巴aofaMicmPomus
Adsor帷nlbylmmeEionMicrCCalorimelIyintoLiqUid
A唖n

J.RouquelOl.RLIewellyn,ERouquemlandR.DenOyel
(CTMduCNRS,France)

＜CoWeeBreak＞

NewTechnologySessionII(room:Seika)
Chairpersons:G・YBaronandA・Sakoda

NTII-1(16:50-17:15)
DioxinRemovaISystemUsingActivatedCarbonin
Ciにu1型i⑪n

m恥tana淀もT1EnakaandM・amamki(Sumitomo

Heavylndustries､Ltd.,Japan)

NTII-Z(17:1al7:40)

DesignandAdsolptionPmFItiesofMetaICoordination
PolymerbBasedMicmpomusMaterials
K｡Seki.WMoriandS､.rnkamizawa(OsakaCasCo.,

Ltd.,Japan)

NTII-3(17:4118:09

恥terTY画mcntT℃chnologiestoRemoveOEanic
"11utanbwithAdsoTptiveBehavior
MMummatsu,K・Moriandl.Joko(Kurita恥にr

IndusbiesLtd.,Japan)

ChamCterizatIOnandm⑥chanIsmⅡ

Chai『〆応ons:K.K.UngerandM.BO1ow

3M-05(10:1alO:40)

T11eSOthAnniversaWoftheBarTごtt-Joyner-Halenda
MethodmrMesopor℃SizeAnalysis:CriticaIAppmisal
andFum淀Pe応陣tiv“
M｡Jamni"M・KmkandJ･Choma(KemSta!eUniM．

USA)

3M-06(10:4,皿:05)

AmmaXicsﾉAIiphaticsSepam!ionbyAdSorPtionuSing
症｡Complexation
A．TBkahaShi,EH.YangandR.TYang(Univbof
Michigan,USA)

3M47(11:0gll:30)

Cha”cに『imtionofCu(1)PILCsPrepar巳dby
SpomanmusDispersionofCuClonZrandAIPILCs
E.EngwallandMH.Ma(恥rccstcrPolytcchniclnstitutc,
USA)

3M･08(11:30･11:55)
InnuenceofWaleronAirAdsorptionEquilibriaon
PomusSolids

M.Seelbach,H.Rave,R･StaudtandJ.U.Keller(UniMof

Siegen,Germany)

～．〃
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May24.Thu･
MomlngSesslon(room:Seika)
Supe陀同tlcalgasadsomtlon
Chai唖応ons:R,池ngandJ.U､KeI1er

4M41p8:15-08:40)
RoleofHeIiumWidMe鱈uにmeminEstimationof

Gib睦迦回Sur紺ceExcess

S､Si『垣"(AirPmdUCtSandChemicalS,InC.,USA)

4M-m①8:40-O9:Oa
FundamentalPmblemsinHiduPmssureAdsorplionof
Supe応riticalGasSinMiCmmrOlESyStemS
K.MUrata,J.Miyawaki,D.LiandK－K旦nekQ(Chiba
Uniu,Japan)

4M．03(":0m9:30)
MeasuringandDescribingCompetitiveAdsorplionmder
SumrcriticalCondilions
o・DiGiovanni・WD6rn"M.Ma垂煎iandM・

Morbidelli(EmZOrich,Swi唾Tland)

4M-04(":30･09:59

AnExperimentalStudyontheAdsorptionBehaviorof
GasesCmssingCriticaITbm〆mtU応
L､Zhou､B.YangmldMZhou(TIanjinUniM,China)

＜CoWeeB崎ak＞

May24.Thl』．
AftemoonSesSiona(room:Selka-A)
EnvironmentalappllcatlonlV
Chaimersons:M.MOrbidelliandC.。H､l墨e

4AILaO1(13:15-13:40)
nlemiaIManagememofOnbomdNaluralGas
AdsorptionStoraggeSyslems
J.RB.MotaandAJ.S・ROdrigo(UniMNOVadeLiSboa

Portugal)

4AfaO2(1334114:0S)
SmdiesonCOAdsorbemts

J.Zhan&WThng,X.PanandL=XE(PekingUnivt,
China)

4Afam(14:0314:30)
AdsorPtionofCh!orinaledHydmcarboninHigh･Silica
ZeOlite;AnExpenmentalandaModellingSIUdy
K･Chih勘ra.R･KamiyamaK.Sumitomo,C.EMellotand
A.K・Cheetham(MeUiUnivb,Japan)

4Afa"(14:30-14:5S)
VOCEmissionCOntrOlwithCirculatingFlUidiZdBed

AdsorptionSystem
WSong,L=LLgD..IbndeurandJ.Li(CNRS-ENSIC,
France)

＜CO付eeB『eak＞

AdsorptlonproceBsI
Chairpersons:D･RuthvenandN､0.LemcofT

4M-05(10:1S-10:40)
MeasurementofSorplionEquilibriaunderIsosicric
Conditions.ThePrinciple,AdvamagesandLimitations
M・Bn1owandD・Shen(TheBOCGmupG""

1℃chnolo"USA)

4M･06(10:40-11:05)

PSASepamtionofCarbonMonoxideiiomOasMixtul℃s
H・Shin,K.S.KnaebelandB.K.Kaul(Adsorption
Research,1nc.,USA)

4M-07(11:05-11:30)

AdsomtiveWasteGBsPurificationandMullicomponem
RecovelyofSoiventsbyIneTtGasRegeneration
U.AkgUnandA・Me"mann(TUMUnchen,Gemlany)

4M-O8(11:3111:59

OwneEnrichmentUsingHighSilicaZeoliteunderPSA
Comditions

J・Izumi,A.Yasutake,H.TbutayaandN・Oka(Mitsubishi
HeavyIndUStrieS,Co・Ltd,Japan)

AdsorptionpmcesBII
Chaimersons:A.E.RodriguesandS.Famoq

4AIEaO5(15:15-15:40)
ModelingtheSepammtionofAironZeolites
JJ.LoW.J.D・Sherman,L.S・Cheng,R.L.Panon,A.
G叩taandR.O.Snur(UOPResearchCenlel;USA)

4AfaO6(15340･16:05)
HETP(HeighlEquivalenttoaTheoreticalPIate)Concepl
AppliedtoDesignofSimplePSA
･mHimse,M.Ybshida,A・KodamaandM，Go1o

(KumamotoUniv.,J叩an)

4AfaO7(16:0S-16:30)
DifVilsionMeasurementsofBinaiyGasMixtuTEsUsing
ExtendedZLCChromalography

J.MingandM･Eic(Univ・ofNewBrunswick,Canada)

＜CoffeeB『eak＞

AdsorptionprcCeSSlll.
Chairpersons:A.S･･I:ChiangandTHimse

4AfaO8(16:5117:19

SepamationofMonoandDi-bmnchedHydmcarbonson
Silicalite:ExperimentalSmdyandModeling
E･JolimailrE．M.Tbyakout-FayOlle,C･」alluLK・Ragil
andRBmutin(IFRFrance)

4Ar-aO9(1781a17:40)

EperimentaIMeasurementofBinaWDiHiusivitiesof
n-AIkanesinSilicalitebySingleCWstaIMembrane
T℃chnique
X.Zhang,J.Chheda,P.B.Shand0.Thlu(Cleveland
StateUniM,USA)

May24｡Thu．
“moonSessionb(room:Seika-B)
ChamCmnZationandmodelingl
Chairpersons:PLA･MonsonandA.H・FUChS

4Af･bO1(13:1al3:40)
MechanismofMeltingandSolidificationOfaLiquid
ConfinedinaCylindricaIPoTe:Applicationtothe
CharaCteriSationofAdSOr陸ntSbylllermopommetIy
R.DenoveLR.J.-M.PellenqandI・Beurmies(CTMdu
CNRS,Fmnce)

4AfbO2(13:4114:03

TTiPlePOintinSlitNanOPOre:Detenninationby
MolecularDynamicsanditsModeling
M・MiyahaIaH.KandaandK・Higashitani(Kyoto
UniversitXJapan)

4AfbO3(14:05-14:30)

Adso叩tionandStmcmrEinCaIbonNanotubes
･IXJ.Mavs.M-FYin,E.AlainandB.McEnaney(UniMof
Bath,UK)

4AfbO4(14:30-14:55)
ChamcterizationofCmbonPoreSirDistributionsUsing

DensiWFunctionalT11eolyandModifnedHorvath-
KawazocMethods

RJ.DombmwskiandC.M.Lastoskie(MichiganState
Uniu,USA)

＜CoHeeBreak＞

Characterizationandmodelingll
Chairpersons:S.K.BhatiaandR.J.-M.Pellenq

4AfbO5(15:1515:40)
AdsorptionofAmmaticMoleculesinPrehydrated
Zeolites.AMolecularSimulationStudy

S・Blme企払A,Bou加.B､1”itianand△型學E聖hg(Un"
⑥fParis-Sud,France)

4Afa1O(17:40-18:05)
PerfbmlanceAnalysisofTIwo･BedPrESSuIGSwing
AdsorptionReactionPmcessfbrCOProduction
J.-N.Kim.J.-1.Yang,J.-H・ParkandS.．S･Han(Korea
InStilUteOfEnergyResearch,KoIEa)

4AfbO6(15:40-16:05)
AdsoIptionHyste『EsisDynamics
I.Park(UCLA,USA)

4AfbO7(16:05-16:30)

.nlermodynamicPmpertiesofConfinedFluids2:the
AdsorptionofKryptononMCM-41MesopomusSilicaat
TEmPeraturesfTom8010130K
J.ROlivier(MicmmeriticslnstrumentCorporamtion,Inc.,
USA)

＜CoHeeB的ak＞

Characterlzationandmodelinglll
ChairpeIsons:M・MiyaharaandC.M.Lasioskie

4AfbO8(16:50-17:15)
DeterminationofPoreSi"DistributionsofMesopomus

MaterialsftomAdsomtionlsolherms
C.G・SonwaneandS.K.Bhatia(UniMofQueensland,

Australia)

4AfbO9(17:1al7:40)
AQuantumFractionaIStatisticsApproachtoMultisite-
OcCupanCy
J.L.Riccam.G.Zgmblich,J.A・Rami祀zPPastorandF6
RomA(Univ.NacionaldeSanLuiS,AIgentina)

4AfblO(17:40-18:05)
MicrひHydrodynamicApproachtoMolecularFlowsin
NamwPoTes

W.K・TbVbil],R.E.TUFzakOvandVLN.Komarov
(KarpovlnslituteofPhysicalChemistIMRussia)



May25,Frl.
Mom!ngSeSSion(rOOm:Seika)
AdsorptionprcceBBIV
ChairpeTsons:YH.MaandH.YOshida

5M･01(08:15-O8:40)
MagleticFieldEfYiectsontheAdsorPtionofOWgenand
Nitro"ninMicmPomusMateriaIs
j.A.Ritter.A､D・EbnerandC.E.Holland(UniMofSouth

Camlina,USA)

sMaO2(08:4M9:05)

Magletic-Field"pendenceofMagnetoadsorptionof
OWgenintoMicmmms
H.Sato,YLMIsubaraanda.Ozki(ShinshuUniM,

Jamn)

5MpO3(":OS-09:30)
AdsorptionofDiethylknzEneamXylenelsomerson
ZSM5M"inedbyStcamTrcatmem

Q.Ren,X.HuangandRWU(ZhCjiangUniveIsitybChina)

5M.04(":30-09:55)

AdsorWtionofCarmnDioxideatHighTEmrmtures
乙WngandA坦些…辿竪(UniMofPDrto,Portugal)

＜CoWeeBreak＞

解O31

APPIicationofNatumlAdsorbentsandAdsorption･
ActiveMateriaIsBasedthereonintheProcessesofWater

Purincation

Ym.T酒『渦sevich(UkrainianNationalAcademyofSciences,
Ukraine)

Pと0”

InvestigationsintotheAdsorptionofReactiveDye,
PhosphateandNitmteWDolomite
J-A.HannaG.M・恥IEZandSJ.Allen(TheQueen's
Univ.ofBelast,UK)

い⑬S

ElecirosorptionofionsfiomAqueousSolmionsby
CarbonAemgel
T.-Y・Ying,K.-L.Yang.§.Yiaco旦皿C・Tsourisand
E.S.Vittommtos(GeorgialnstimtcofTとChnoloWW,USA)

PO37

UseofWriolEMaterialsasFilterMediaibrSel"tive

Adso巾加nofDimethylSulfidefiomAir
A.ZapusekandA.Holobar(ERICoWlenie,Slovenia)

P･O39

LiquidPhaseCounteFDifYiusionMeasurementsof
XylenesinSilicali!cUsingtheZLCMelh"
RChemtongchaianda・Bmndani(UniveTsilyCollege
London,UK)

Po041

Adso巾tionMechanismofWateronCarbonMicm"re
withinsimX-RayT℃chniques
TIiVama．S、O垂kiandK．Kmeko(ShinshuUniu・
JaPan)

P心43

MmgWementofPur℃G"AdSOrPtionEqUilibriabya
Combin“Caloric-Diel錘廿icMeth“

』.U.Keller.R.StamudtamA・Guillot(UniUofSiegen,

Germany)

P“5

ImWanceSFtrmcopicMeasuJ℃memsofSorplion
EquilibriainPclymem
H.Rve｡R・StaUdlandJ.U・KeⅡ虹(UnivbofSiegCn,

Germany)

P“7

AF『巳quencyeResponseStudyontheKineticsofPmpane
Sorptioninmolites
Gv.Onvestyak｡J.ValyonandL.V.C.Rees(Hungalian
AcademyofScience,HungaJy)

PO49

InSimReco㎡ingofl"ngthChangesuponAdsorptionat
LowTbmPemtuTes
G.Reichen加虹andG・WScheler(PrinCetonUnivb,USA)

P･O13

ModelingtheExothemlaINaturcofVOCAdsomlionto
PreventActivatedCarbonBedIgnilion
EDela",RPreandB_"皇皿延里(EcoledesMinesde
Nantes,Fmnce)

”15

AdsorptiveChamcteris!icsofAceticAcidonPt/CeOz,
Rhに⑳zandPt-Rh/CeOzCatalysts
D.-K.LeeandD.-S･Kim(GyeongSangNationa!UniM．
Korea)

PO17

RemovalofNonionicSurfactamsinActiva!"Carbon

B"-PammeterEsnmationandBI℃ahhroughPrmiclion-
ES.Li,A・WasaM.OgawaandMMatsui(Gifi｣Uniu・
JaPan)

PO19

T1EAppIicationofNatumlWaslcMaterialsas
AdsorrntsmrT℃xlilemestufYERemoval-Kinelic
Smdies

S.A・Figueiredo,R.A.BoavenmmandLM二匹辿理皿
(UnivbofPorto,Portugal)

BOZ1

MTBEAdsorptiononPolymericResinsinReverse
Stm1逓国Beds

A.RMtheWS(KanSaSSta!eUniM,USA)

POZ3

ActivatcdCarbOnfiOmMuniCiPaIWaste
K・NakaZawa,H、耐mon,TKSuzukiandS.Nagano
(KyotoUniU,JaPan)

POZ5

RccoverofAIcoholicastelllmuglRegenemtionof
AlcoholicWasteLoadedActivat"CarmnbyMicmwave
R負甜麺⑪、

B.WangcYtChenandRNing(KtmmingUnivLofScience
T℃chnoloWChina)

”Z7

WaSteFIyASheSasEfWectiveAdSO"ntsofHeavyMetal
C麺⑥砥

ZSarbakandM.S丞酬kcSOItySiak(AdamMickiewiCZ
Uniu,Poland)

POZ9

AdsorptionofMcthyIMe『EaptanandHydmgenSul6de
onthelmpregnatedActiva!edCarbonFiberand
ActivaX“Car“n

CoS.Shin.K.H.Kim,S.H.YUaIMS.K・Ryu(Chungbuk
Na!ionalUniv.,KoEa)

AdsorptionproceBBV
Chairpersons:D.D,DoandO､mlu

5M･05(10:1alO:40)

OPtimimalionofaPSAAIgonPurincationProcessUsing
aNeu面lNetworkModel

N､O.lsmcorandS.Palosaari(T11eBOCGmup,USA)

5M-06(10:40-11:05)

SurfbCtantASSiStedAggmgateSofZCOliteP『噂cursor-A
HighSurfiaceAreaSilicawithBoIhMicmporesand
SuperMicm"rs
C.San-San"dA.S.TChiang(Na!ionalCentraIUnivL,
Thiwan,ROC)

SM-07(11:0all:30)

DirusionofOxygCnandNitrogeninaCarmnMolecular
SievealHighPressure

ZGuoliangandS.Famm(NationalUniv.ofSinga"応・
Singapore)

5M-08(11:30-11:59AdsomtionandDesom!ionofHzO
inaFixed･bedPacedwith*oli!el3XandSilica-gel
H.Ahn,H・LeeandC.･H.Leg(YbnseiUnivb,KoTea)

ｌ
」
《
’

PosterPresentation

May21,Mon.,Sessionl(rcom:Lobby5F)
ChairWTson:A・Matsumo1o

解m7

TheReductionofihcConにntofHydroxilicCommunds
肺、池te恥1e毎

A.DmaandR・洞ca(TJIEnsilvaniaUnivbofBrasovb
Romania)

Pm9

AdsorP!ionandMaSSTrans化rPm"rtiesofAHiniW
ChmmalographySorbentswithThiloredLigand
Dis汀ibmon

R.HahnandA･Jungbauer(Univ･ofAgriCUllUTal
Sciences,Ausiria)

BO11

EIe企fricalandmemlalBehaviowofActivaにdCarbon

ClothHeating"JouleEIWect:AirTrealmentAppIication
A.SubFEnatv|RLeCloirec.J.N.BalcoandRE・BIanc
(EcoledesMinesdeNantes,France)

P m1

EmemalMassTransftrduringtheAdsorptionofPhenolic
Com"undsontoActivatedCarmnMadefiomDatePits
MMagdXM.AMulkarim,N.mrwiShandA.Dowaidar
(UAEUnivb,UAE)

P皿

CarmnMolecularSievafbrHFPrmessingmm

R"OveW

C､H・ChangandA・Stella(HoneyweIIIntemational
lnC.,USA)

P“S

ConcentmtionandRecoveryofCarbonDioxidenum
FlucGasbyVacuumSwingAdsorption
C.･TXChou,C・-MChenandK.-J.IFe(NationalCentral
UniM,Thiwan,ROC)



ｰ

｡

P-051

ExtensionoflheWheeleI(WJ)ModelfbrDynamic
AdsorptiontoPulsatingFIow
l.NinD・KaplanandMSuzin(Israellnstituteof
BiologicaIRescarch,Ismel)

PO53

IRSpectmofPhysisorbedMoleculesonanActive
CarbOn

TWmazaki,H､和Shida,H.SetaandS.Ozawa(Tbhoku

UniM,JaWn)

隈055

AdsorplionofAmmaticsonMSCinSupercrincalCq
Fluid

K.ChihaZ,K・SumilomoandYLInoue(MeijiUniu,

Japan)

PO幻

UnderStamingFreeangBehaviOrinPDmUSMalerialS:
Compwisonktw"nSimulationandExperiment
K.E.Cubbins.R・Radhakrishnan,K･KmekoandM・

SliwinSka-Bartkowiak(NorthCamlinaStaleUnivt､USA)

解059

PhaseSepara!ionofTTiethylamineﾉMterMixmres
ConnnedinMcso陣rcsofSilicaGel
TIshikawLS.Goto,THiraharaandS.Ozeki(Shinshu

Univt,Japan)

P心61

血riceM“cIsofFluidsConfmedinDi”rdeI℃dPomus

Media-DensityFunctionaITheoryandMonteCarlo
Simul麺o睡

L.Sarki"vandRA・Monson(UnivLofMassaachusetts,

USA)

PO“

SimulalionStudiesofNilrogeninLolites:Comparison
oflonicandPurESilicaFonns

TG『已弘K.TXTmvis.J.G・Galeandp－亜E皿望旦
(ImFrialCollege,UK)

P“5

WeaklyBoundSmlctumsofSu〆rcrimcaIG露Adsor陸d
OnSurfaCeSaXHighPr℃SSWC
K.MUmta｡｣.MiyawakiandK・Kaneko（ChibaUniu．

jamn)

…7

DensiWFunctionalT11eolyStudiesofAdsorptionin
SilicmusMalerialsandPoreStmctumChamcに『i空tion

RI・Ravikovi!chandA.MNeimaIk(TRIﾉPrinceton,USA)

PO69

MUllilayerAdsolPtiOnwilhMUllisi!e-Occupancy:ExaCt
Adsom!ionlsothennofLinearAdsorbate
J.L.Riccardo.J.A.RamimzPPastorandERomA(Uniu

NacionaldeSanLuis,AEentina)

P-071

AnMOStudyonAdsorptivelntemctionbetween
MicmgraphitesandAmmalicCompounds
TSuzukiandH.Thmon(KyoloUniv.,Japan)

P-O刀

S1ruciUral,MechanicalandThennodynamicalPmperties

of'IWo-ComPonen!MixtureinSlit-LikePores:Molecular
Dynamicsandlattice･GasStudies
A.A.Berlin,N.N.SinelnikoUM.A,Mazo,N.K・BaIab“v

andXU.K.1bvbin(KarpovlnstituteofPhysicalChemistryi
Russia)

P-075

SimulalionofMulticomponentDifYiusioninMicmporous
Car伽nMembmn“

A､M、Ⅵeim-LinharesandN.A.Sea!on(UnivbofEdin

buEh,UK)

P-077

StruCtUre,PmPertieSandAPPIicationsOfHiJllyPomus
M誠eriaisoniheBaseofSuPerhighmolecu!arPoly-
ethylene
E・NammvaF・Volkov,T.Anan､evaandUngPsuChoi
(St-Peに応buIBStaleUnivbofl℃chnologyandDesign,
Russia)

PO79

UpIakeofTbxicMelalsbyLignin
D.L,R・Cri碗.R､H・CriStandj.R・Manin(Georgelown

Univb,USA)

即81

HybridOrganic-InorganicMembmnesibrSOlubilily-

BasedSeparations
A.Javaid,TAydogmusandD.M・FoTd(TbxasA&M
Uniu,USA)

PO田

SmlcmralandEneWgeticallnvestigationofC"bon-
MinemlAdsorbemS(CarmSiIS)withiheincreasing

kmSitedCarmnContent
R・陸b“8．B・CharmaSandM・MeIEunov(MariaCurie.
Ski"owskaUniu,Poland)

P-O85

PalladiumComPleXFOrmingReactionsinSorplionby

CGPolymero「恥N-Fi"rwilhPoly･2･Melhyl･5.Ⅵnyl-
pyridine
A．lⅣssenko．S・Simanova,N・BumistmvamdA･

SChukarv(St-Peに『sbuESlaにUniMo｢1℃chnolo"and
Wsign,Russia)

PO87

SelectiveAdsomlionofaGueslMoleculebyHe!eo･
PolymerGels
YLNakanqandT眺随nabe(Tbkyolnstiluteof

Tもchnolo"Japan)

PO89

PhysicochemicalChamcterizationofNewAdsorbent
UsingBarlCyFiberftomFennenledBarleyExtmct
MShinomki．M・Ishii,YSekiguchiandT:Omori
(HoribaLId,Japan)

PO91

PreParationofMesoporousCeriawilhtheUseofOrganic
Matrices

C.R.The"haris.G・Kyriakouandl.PaShalidis(UnivLof
Cyprus,Cyprus)

P”3

InnucnceofSurfaceChemistryandPomusSmlcture
withinActivatedCarbonGmnuleonAdsorptionfrom

LiqUidMixtures
B.BuCZk,A･Derylo-MarczewSkaLQQ型omkandA.
Swailkowski(M.Curie･SklodowskaUniU,Poland)

P“S

AdsorptionSilesoflon-ExchangedZSM･5Zcolilesibr
BinazyOascsbyIRSmctroscopicStudy
M.Kaiob,TYEmaZki,S・OzawaandTTbmida(Univb
ofTbkushimajapan)

PO97

EHicCtofSurfbccHydroxylsontheWnamicaIPro〆rtにs
ofHydmphilicMoleculesintheMesopomusSilica
S.Kittaka.TIwaShita｡S.Tnkahara,MKumdaandT

Yamaguchi(OkayamaUnivGofScience,Japan)

BO”

MuhiScalePmPerlieSofMulliwalledCmbonNanolubeS:
ANewCIassofMesopomusSolidsForElectmchemical
APPlicalionS
K.M"nienR.J.､M．Pellenq.S.BonnamME.
FrackowiakandEB6guin(CNRSetUniMd'Orl6ans,
Fmnce)

隈101

GaseomAdsorptioIVReactionPmWniesofSilica・
PilIaｪ副PomlBManganseOxides
Z-M.恥"ZLiu｡S､T℃mkaandH.Kanoh(Shikoku
NalionallndustrialReseawhInstitute,Japan)

際1⑱

I諏曲巳rmalTitmtionCalorimetricSmdi“oflhe

Inte稲ctionM“hanisms比twごcnlmprinlingPolymers

andTEmpla!eMolecules
W-MCheII,C.-S.ChenandE･YLin(NalionalCentral
UnivL,･Ihiwan,ROC)

P105

InvesligalionsofSorp1ionPmcessesfiomGasandLiquid
PhassonNewPolymericPomusMa!erials
A.LTvlo-MarC"wska,J.GoworekandW・Zgraika
(M・Curie・SklodowskaUniv.,Poland)

P107

MUltivariateDataEvaluationTbchniques:CanThey

ImpmvetheUndersta刑dingofMechanismsInvolvedin
ActivatedCarbonAdsorption？
L･G･Hammastmm,I．FangmarkandO.Claesson
(NationalDefenceResearchEstablishmenl,Sweden)

P109

AdsorptionlsothennsModelingofDyesonCoIton
M．Khalf加叫M.H.MBaouab,R.GaUthierandA.B.
Lamine(FacultedesSciencesdeMonasl腕Tunisia)

P111

AdsorptionofHydmphobicOrganicCompoundsin
SymhetiCPolymerResin
D.R.HydukeandC型些墜竪kL(MichiganStaleUniv.，
USA)

P113

CoadsorptioncfLowerHydr"arbonsandWateron
ZE⑪Ii1雲

B､Naesse哩鋤｡G・Bamn(VrijeUniv.BIussel,Belgium)

P115

OnComparingPoreCharacterizationResultsfiom
SorptionandInmEionPrmesses
I・KomhauscnS・CoTdcm｡C・Felipe,J.L.RiccamoandE
ROiaS(UnivhAumomaMetrD"lilana-lzlapalapaMexico)

P117

AdSorPtionofBinalyGaSMiXmreSuPtoHigherPressum
S･BeutekampandP.Harting(Univ.ofLeipzig,
Germany)

P119

ChamclerizingtheAdsorptionBehaviorofaMulti-
commnen!MixtuI℃DuringtheEarlyDevelopmemStage
ofaNewPharmaCemiCalPmuct

S.B"kerDM・MazttiandM.Morbidelli(ETHZOrich,
Swiｾerland)

P1Z1

Multi-ComponemAdsorptionModeIsfbrlheSilicaCel
HydrmarmnkwWinnngPrWeSS
D.S.Bmnds.REA.vanG㎡nSven.M・WDreischonM.C・

MittelmeりeﾄHaz噂legerandA･Bliek(SIwIIGIobal
SolutionsIntemationalB.M,Netherlands)

B1麹

AdsomtionT11ermodynamicsofaLennaId-jonesCason
Co面ElatedHetemgeneOUSSUrfac"
EBuln"andA.j.Rami"z-Pasior(UnivbNac.SanLuis,
AEen!ina)

P1Z5

MimelicSymhesisofTbmplatedMesommusMateriaIs
UsingMolecularSimulalion
FR.SipersteimandK.E.Gubbin､NorthCamlinaStale
Uniu,U.S.A､）



ｰ
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P-127

StudyoftheBuOyanCyEfYectonHighPressureandHigh
l℃mPemtureAdsomtionlsothennSMeasurmenis
M.F『心脆andP.DeWeirel4(Facull6Polytechnique

deMons,Beigium)

P129

Dual-C”tmI-恥lumeGrandCanmi“1M01“uIar

WnamicsSimulalionofTmns"rtDiWusionofBinaIy
Mixmres

TDueren.N､A・SealonandRJ･KeilfIbchnischeUni.
HambuE,Gennany)

P131

PhysicalSorptionAnalysesmrCharacteri室Xionof
SUrfbCeSandPomsiWofMoleCularSiev"andRelated
Mat亟旦Ig

E.L・Fuller(“応laEntemdSeS,USA)

P133

AnalysisofAdsorptionIsothemsofWlatileOIganic
CommundsonActivateCarboninlpwConcenmation
underCoexistingHumiditybytheDubinin-Atakhov
Equaation
S・HimenoandK.Umno(WkohamaNationalUnivL,

Japan)

い135

匪把IminationofKineticandTTEImodynamicPmFrlies
ofBmnchedPBr甜砺nsinSilicalite

E.Jolimai"､M・Thyakom-Fayolle,C.jallUiandK・Ragil
(IFRFIance)

P137

MameticEHiectsonLi､Etracnonﾉ1nsertionReactionsin
SpineITymManganeseOxides
Y;Kawachil.Mogi,H.Kanoh,K・miandS.O垂ki
(ShinshuUniu,Japan)

P139

BinmyCoadsorpnonlsotheImsandChmmatogmphic
RetennonTimes:'I11eCeneralisedisothermAppmach
G･MasDn,MJ.HesIopandB,A,Bunham
(IpughmmujIUniM,UK)

P141

AdsorptionnomAqueousSolmions:Chamcにrisalion
andPmdictionoftheHemy'sLawCoemcicnts
C,MehlerandW・Peuken(T℃ChniScheUni.MOnChen,

Gennany)

P143

AdsorptionofMonomersandDimersonFIactal
Sm1麺1毎s

ENieto,M.S.NazafmandA.J.RamiI追乙Pastor(Univb

NaciOnaldeSanLuis,AEentina)

P-145

AdsomtionofPolyatomicMoleculesatMonolayer:
TheoryandMonteCarloSimulation
ERomd,AJ.RamirBz･Pas的randJ.L・Ricca㎡o(Uniu

NacionaldeSanLuis,AI群ntina)

P147

Adsobate-AdsOrbatelntemction:RepulsiveXAttTactive
ChamctemlnnuenceofthisPammeterinthePredictionof

MiXtUreAdSorPtion
L.L,Romanielo(UniMFederaldeUberlndia,Bmzil)

P149

HeatofAdsoIptionofMacmmoleculesfiomAqueous
SoIu和､:Measu妃memsandMolecularSimu1alions

A.Sakoda,･I:SuzukiandM.Suzuki(UniMof'Ibkyo,

Japan)

P151

UItramicmpoIESizcDetcmlinationofPorCMoulhof
MoIecuIarSieveCar”nwithGCMCoAssisにd

SupercriticaINzAdsom恥nAnalysis
TSuzuki.R､KoboriandK・Kaneko(ShinshuUnivh,

Japan)

F1錘

MonteCarloStudyofCarbonDioxide-MethaneMixtum
AdsoiptioninSlit随『ES
R.jinandJ.ThlbOi(DuquesneUnivb,USA)

P155

StnlctumlldennfiabiliWPmpe耐esofSomeM“eIsUs国
inlnvemeChmmatgraphybSomeCaseSQudiesand
ConsequencconStateM"eIsFormulation
M.Tbyakout.FayOlleC.JallutandECouenne(Univb
ClaudeBemardelESCPEUonCNRS,FTance)

P157

CompelinveLiquid･PhaseAdsorptionofOxygena!es
A.M.Tsvbulevski(ZeOChemLlC,USA)

P159
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YLLu,S･J.Doongand皿一旦旦狸(TheBOCGroupGases
TEchnolo"USA)

P-170

SimulationofRapidP1℃SSUreSwingAdsOrPtion(RPSA)
R.R.Dav"ac.EA.DaSilvaandA.E､Rodrigues(Univb
ofPorto,Porm"1)

P172

RemovalandEnrichmentofCarbonDiOXideinWrious

ConngumtionsofPSA
YL-YKFang｡TKubo,A､Kodama,M･Go1oandTHimse

(KumamotoUniM,Japan)

F1祠

ImpmvingtheSkarstmmPSACyclebyWrtexTilbe
EXpansiOn
j.U・KeⅡeramdR・Staudt(UnivbofSiegen,Germany)

B176

LiquidandG"PhaseSimulatedMovingBedsfbrthe
SeparationofEnantiomers
G・Bi『富si,G.ZenOni,M.MamltiandM.Morbidelli
(nIZUrich,Swit率『land)

P178

HoneycombRotorAdsorptionDehumidinersfbrHigh
EfWciencyDesiccantAir･ConditiDning
H.Okanq,R.KuramitSU,E･耐guri,H.NawataandT
Hirose(SeibuCikenCo.,Ltd.,Japan)

F180

StUdyOnaTWo･Sta"AdsorptionReftigerationCycle
B.B､Saha.K､C､A.Alam｡A.AkisawaandTKashiwagi
(TbkyOUniMofAgriCullUreand.I℃chnoloWW,Japan)

P182

PrepamtionandPoreStructureofCarbonAerogels
DerivedfiCmVinyl･TyPePolymerS
J.Yam"hita.’I:QiimaM.ShioyaandY;Yamada
(NationallnslimtefbrReSOUl℃eSandEnvironment,
Japan)

P184

ADILAB-AFUllyAdiabatiCLabomtowS“leP1an1
U・vonCemminZen(LindeVAEVA,Germany)

P186

Po応CharacにrisalionofCryosobentCarbonMaterialsal

cryogenicT℃m"miures
C.DayandMHaucr(ForschungszentrumKarlsruhe,
Gemlany)

P188

HydmphilicationofAcliva!edCarbonsWStickingSilica
MethodintoPo妃s

J,Kobavashi.E.Yammnoto,K･Kanamam,TMiUm,

EMtanabe,N.KobayashiandM.HaStani(NagDya

Univb,Japan)

P-190

MulticomponentSorp!ionEquilibriaofReactiveSysにms
inlon-ExChangeReSins
TSainq,M.LaatikainenandE.Paatem(Lappeenmnla

UnivbofT℃chnolo"Finland)

P-19Z

ClosedBinaryAdsorptiveCycleinAdsorptionHeat
Pump
C.Zhu.YtSunandYLHou(SouthChinaUnivbof
･1℃chnologMChina)

P194

QuantilativeRelationshipbetweenA曲orbedAmountand
SolventConcemration

X・Gen鳳即dYLWang(NOrthwestUnivb,China)

P196

GradientE1utionChmmalo画HPhyfbrSeParationOfDNA
andP両鍾ns

S．Das,S.C.MohaPatraandJs工_Hsu(LehighUnivt,
USA)

P198

DetenninaXionoflheCompetitiveAdsorplionIsotherms
ofEnantiomersbytheModeIFittingMethod
S.-M,Lai.Z.-C.LinandR.-R･Iph(NationanlYimlin

UnivbofScienceandTbchnologMThiwan,ROC)

P200

PmteinPurincationUsingPIate･and-FrameFilterwith
Mixed･ModeAdsommveMembmnes
§=ｴー§些旦andYk-H.Tsai(NationalChUngHSingUniu,
Thiwan,ROC)

BZOZ

ABmwnianDynamicsSmdyof!helnitialStagesof
PmleinAdsorptiononSolidSurfaces
S・Ravichandmn,J.D.Madumandノ.耐1bot(Duquesne
Univb,USA)

B2“

RemovalofPhosphomsbystershell-ClayMixture
H.Abe,A.Fukun"a,K・HondaandRSakamo1o
(CeramicResearchCenterofNagasaki,japan)



ア
7thinternationalConferenceonFundamentalsofAdsorption
May20-25j2007,Nagasakいねpan

PleasecompletethisregistrationformandsenditbvMailorFacsimileto

FOA7,DepartmentofChemistry,FacultyofScience,ChibaUniversity

1-33,Yayoi,Inage,Chiba263-8522Japan

Facsimile:+81-43-290-2788Phone:+81-43-290-2779E-mail:FOA7@pchem.s.chiba-u.ac.jp

REGISTRATIONFORM

Pleasetypeorprint

TitleDMr.

Name:

Affiliation

Address:

PostalCode

Phone*:

Companion'sName
★Includingcountrycode

REGISTRATIONFEE

□Ms □Dr ■IProf

(FirstName)(MiddleName)(FamilyName)

City

Facsimile*

P.O.Box

Country:

E-mail:

AIsoincludesaccommodationduringtheconference(5nightsfromMay20),mostmeaIs(includingWelcomeReceptionand
Banquet),onecopyofabstractbookandProceedings,andexcursion

Singleoccupancyoftwinroom

Doubleoccupancyoftwinroom
(perperson)

Doubleoccupancyoftwinroom
withanaccompanyingperson

Studentregistration(perperson,
doubleoccupancyoftwinroom)

Earlyregistration
(on/beforeJanuary31,2001)

□120,000Yen

□90,000Yen

Nameofpreferredroommate

□150,000Yen

□70,000Yen

Registration
(afterJanuary31,2001)

□130,000Yen

□100,000Yen

□160,000Yen

□80,000Yen

PreferredHotel □LukePlazaHotel(Conferencesite)
□HoteINewNagasaki(NearHationanddowntown)

PAYMENT

日本からの参加者は銀行振込でのみお願いします

□BankTransfer

SumitomoBank,ChibaBranch

(SWIFTcode:SMITJPJT,Bankcode:0009,

Branchcode:327)

Accountnumber:1341439

Accountname:FOA7

Pleaseattachacopyofthebankremittance
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報 告
、

第12回吸着シンポジウムを終えて

大阪市立工業研究所安部郁夫

この方面での滞要恥加が予想され、研究もますます活発にな

るであろう。その後、全貝バスに乗車し常士シリシア化学｢I

向工場と松叫工業九州l11川工場を訪問した。典夏の斜い|_Iに

両工場ともI鋺肌の炉があり、全員汗をかきながらの見学とな

ったが、シリカゲルの製造工程およびビー玉やビーズの興味

ある製造現場を兇学することができた。夜は1I向ハイツで講

師を囲み豪華な料理に舌鼓を打ちながら恒例の懇親会がなご

やかに行われた。その後、11向市内にほぼ全llが繰I)出しさ

らに交流を深めた。

2n1lは宵羽利郎氏(Ifl西熱化学）と神保隆志氏（東洋カ

ルゴン）に活性炭の応川技術を、川村佳秀氏（樹|Z紡織）に

はキチン・キl､サン吸ﾙﾔ剤の誰演をしていただいた。それぞ

れ座長は尾関が災ﾘj先生（偏州大学)、安部郁夫（大阪市立工

業研究所)、古川弘之先212(大阪府立大学）が担当した。

風光明媚なH蝋海岸脚定公園内にある会場で、吸諦技術と

吸肴剤の新展開について活発な意見交換がなされた充実した

2日間であった。雌後に本シンポジウムの開催にあたり多大

な御援助と御尽力をいただいた富士シリシア化学株式会社お

よび信原一敬氏にお礼をI1Iし上げる。

第1211J吸着シンポジウムは、平成12年8月2411(4<)、25I1

（金）の2日間、宮崎県II向'liの、向勤労総合綿祉センター

『[l向ハイツ」でl)!3催された。昨年は秋田で竿灯祭りのII#lWIに

1冊催されたこともあり、同じことなら今年も11本の奇祭とし

て有名なH向ひょっとこ祭りの時期に合わせて開惟できない

かと計繭したが、あいにくゼオライトの国際会議と通なI)X

現できなかった。参加者数は遠方ということもあって少なく、

識師を含めて37名であった。

今年のシンポジウムは『吸満技術の妓新応用展開jをi趣

にして、景気回復の願いを込めて、実ﾊ1的な技術に側する榊

淡をすべて企業の方にお願いした。また日向は漁-tシリシア

化学株式会社の地元でもあるため、シリカゲルエ場の兇'､jJ:を

避非ともさせていただくようお願いし、さらに篇|:シリシア

化学から依頼していただき、ガラスビーズを製造している松

野工業株式会社の工場見学も実現した。

1日目の午後にまず、伊藤|嵯弘氏（富士シリンア化学）と

岡野浩志氏（西部技研）にシリカ系吸清剤を利用した空i淵|卿

述の諦演をしていただいた。脹長は茅原一之先生(IﾘI治大学）

と後藤元信先生（熊本大学）にそれぞれお願いした。将来、

日本吸着学会・日本溶媒抽出学会連合年会を終えて

吸着学会側実行委員長明治大学茅原一之

希薄水溶液からのリチウムの濃縮回収」（大阪府大）赤井さち

子君、であった。

今回の学会遮憐は、溶媒抽出学会側の順瀞ということで、

館盛実行委典腿、腿純委貝他、溶媒抽出学会の杵様にたいへ

んお世話になった。巡街はすべてスムーズで、準{llliにも下抜

かりなく、§'111のサービスも適切でした。この場を借りて、

あらためて御礼lllしl:げます。また、2001年度の年会は吸蒲

学会単独で、岡111叩科･ﾉ<学にて10月19日（金）～20H(rt)

に開催予定となっています。多数のご参加と禰発な討論を楽

しみにしております。

、ド成12年10月1911(木）～201i(金）、日本原子ﾉJ研究所東

海研究所において11本吸満学会･II本溶媒抽出学会連合ｲド会

(第14回H本吸蒲学会研究発表会）が開催された。l'i'jI1とも心

地よい秋晴れであった。l'i'j学会合わせて、発表i'|数は93fl:

(吸蒲学会から、特別識波1件、I1蚊発表31件、ポスタ一発炎

18件、合計50件；溶媒抽出学会から、特別講淡2件、11蚊発炎

29fi:、ポスター発表12件、合舟l･43件）であった。参加打数は

203名、懇親会参加瀞は111禍という多数にのぼり、満発で、

元気の良い、盛大な年会となった。

溶媒抽出学会との連合年会は、今回で3回IIとなり、定常

化してきた感がある。今IIIIも、前lul同様、特別識演とポスタ

ー発表は両学会同一会場で、ll頭発表はそれぞれ会場を災に

して並列で行った。今IIIIは、I1#|ﾊl的に、ちょうど良いfl数で

あった。

吸蒜学会側の総会後、恒例の学会賞（学術歯、奨励髄（東

洋カルゴン賞)、技術賞）の授徽式が行われ、各受賞薪の紫I1IW

らしい業綴に対して、暖かい伐儲の拍手が送られた。

懇親会には、111名という多数の皆様が出席された。･i'i例と

なった若手研究者に対するポスター撹の授賞式も行われた。

吸綴学会側受賞者はPO3「海水からのリチウムの回収をil的と

した言酸化マンガン系吸満ﾘの|M1発」（佐賀大理_l:)柵〃雌：

卿（写真)、溶媒杣III学会側受徹荷はP21「支持液脱法による
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掲 示板

平成11年度卒業論文・修士論文・博士論文題目のご紹介

秋田大学工学資源学部環境物質工学科界面触媒工学分野
(E-mail:ozawa@ipc.akita-u.ac・jp)

○卒業論文

伊藤卓司：架橘マイカ調製時の架橋溶液への酢酸アンモニウム添加の影響

伊藤優賞子：天然ゼオライトおよびメソポーラスシリカ上へのジクロロジフルオロメタンの吸論

加藤正淑：メソポーラスシリカの調製とそのキャラクタリゼーション

三浦吉成：ビピリジン類をプローブとするアルミナ架橘マイカのキャラクタリゼーション

１
〃
凸

東京大学大学院工学系研究科化学システム工学専攻大久保研究室
○修士論文

木島まどか：メソポーラスシリカのメタン吸清挙動に及ぼす細孔表面官能基の影禅

東京大学生産技術研究所鈴木・迫田研究室

(http://envchem.iis.u-tokyo.acjp)

○修士論文

鈴木利尚:AdsomtionofMacromoleculefromAqueousSolution

藤本秀樹：圧力ダンプによる脱蘓挙動の直接計測とその解析

東京工業高等専門学校物質工学科須藤研究室

(E-mail:sudo@tokyo-ct.acjp)

○卒業論文

川畑千尋：フミン髄吸茄炭の溶剤再生

馬部晋：活性炭による腿薬・フミン質共存系の吸満

名古屋大学大学院工学研究科エネルギー理工学専攻エネルギー変換工学分野
(E-mail:watanabf@nuce.nagoya-u.acjp)

○卒業論文

藤田拓也：薬品賦活法によるプラスチックからの調湿ﾊl活性炭の製造

○修士論文

加藤大策：マイクロ波照射による水蒸気系吸薪の脱荊促進

福田宜弘：親水性吸粁修飾による高性能水蒸気吸粁材のIIM発

○|#士論文

職澤亮：低レベル熱源からの化学的冷熱生成に|則する皇l:学的研究

京都大学大学院工学研究科化学工学専攻界面制御工学分野

(http://www.cheme.kyoto-u.acjp/2koza)

○卒業論文

高橋健二:AFMを用いたナノ制限空間内の凝固点変肋の検討．

岩原大：水一ジオール拠合液体中の粒子間力と界而榊造の分了･動力学計算

井上太一：水溶液中の疎水性表而におけるナノ気泡のAFM観察

○修士論文

後藤佳昭：コロイド粒子の間体表面上における秩序櫛造化のブラウン動力学法による解析

岩崎慎：陽イオン界mi活性剤吸着表面のミクロ櫛造と＃1瓦作用力のAFMによる評価

○博士論文

神田英輝：制限空間内相転移モデルの構築とナノ細孔特性評価法への応用

－22－
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京都大学大学院工学研究科化学工学専攻分離工学分野
(E-mail:tamon@cheme・kyoto-u.acjp,http://www.cheme・kyoto-u.acjp/4koza)

○卒業論文

有冊哲也：レゾルシノール・ホルムアルデヒド溶液ゲル化過椴の実験的検討

児玉治仁：半経験的分了･軌道法を川いたナノグラフアイトへの液ﾎll吸箭に側する検討

杉lll徹：乳酸発酵残液の活性炭化

○修士論文

Ii'川究也：新規賦活前処理法によるメソ細孔性炭素の創製

西村智文：ゾルーゲル法及び凍結乾燥を用いたメソ細孔制御炭素の創製

大阪大学大学院基礎工学研究科化学系専攻化学工学分野
(E-mail:nitta@cheng.es.osaka-u.acjp,http://lab4-7.cheng.es.osaka-u.ac.jp/nittalabo/tmp/home.html)
○卒業論文

IIMIII和正：炭素膜の榊造と分離選択性に関する分子動力学的研究

○修_|蛍論文

村上義則：ゼオライト膜の気体透過現象の分子シミュレーション

○博士論文

古川信-:Non-EquilibriumMolecularDynamicsStudiesonGasPermeationthroughCarbonMembranes

大阪府立大学大学院工学研究科化学工学専攻分離工学講座
(E-mail:yoshida@chemeng.osakafu-u.acjp,http://web5.chemeng・osakafU-u.acjp/index.html)

○卒業論文

望)1千草：化学修飾キトサン及びキトサン繊維による希少有価金属の吸満分離

実川穂高：強酸性|場イオン交換繊維IONEXTIN-lOO及び弱塩雅性陰イオン交換樹脂PEIキトサンビーズに対する

ピログルミン酸及びロイシンの吸着分離

関西大学工学部化学工学科反応システム工学研究室
(E-mail:hayashi7@ipcku.kansai-u.ac.jp)

○卒業論文

前HI修作：ゾルーケル法によるシリカージオール複合多孔体の製造

原川美香：ゾルーケル法によるシリカー尿素樹脂複合多孔体の製造

内林幹人：尿素樹脂を用いた尚比衣而械活性炭の製造

隔田喜彰：活性炭に対するフェノール麺の吸着特性

○修士論文

堤公樹：各種活性炭に対する腿薬の吸若特性

IMIII真理子：シリカーフェノール樹脂複合吸着剤の製造

野口卓嗣：シリカージオール複合多孔体の構造解析

編集局より：新企画として、大学および尚等呼門学校に所属の会員からお知らせドさいました吸着分野の卒業論文・修三|論文・博

l論文の題目のご紹介を始めました。題||はAdsorptionNews誌上ならびにII本吸芯学会ホームベージで紹介させて頂きます。今

lulは平成ll年度卒業論文等の題'二lを褐'|&致しました。ホームページではアドレスhttp:"athena4.cheme.kyoto-u.ac.jp/isad/hll.html

でご党、けます。題目をお知らせﾄﾞさいました皆様にお礼申し上げます。本棚が会貝相互の交流を深めるための・肋となれば幸い

です。

なお、引き続き次号のAdsorptionNewsにも平成ll年度卒業論文等題|｣の掲峨を予定しております。掲戦を希望されるﾉjは、

AdsorptionNewsVol.14,No.3に添付された応難要領を御参照の上、E-mailで細集M(suzuki@cheme.kyoto-u.ac・jp)までお知らせ

ドさい。なお、応募要領はホームページでも御覧いただけます。アドレスhttp:"athena4・cheme.kyoto-u.ac.jp/jsad/apply.htmlを御

参照ドさい。締め切りは2001年11131111(j<)必埼です。締め切I)H以降に御応藤IIIいた場合は、AdsorptionNews"I:には掲載

できない場合がございます（ホームページには掲載させて頂きます)。ごr承ドさい。
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